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はじめに
　選択制臨床実習の一環として，２０１５年 4 月 4 日から 4 月の２２日までマレーシアのクワラルンプールにある
UiTM（UniversitiTeknologiMARA）にお世話になり，実習を行いました。マレーシアでの実習はとても素
晴らしく，とても良い経験となりました。来年度も一人でもマレーシアでの実習を体験してほしく，これか
らマレーシアでの実習の魅力について伝えていきたいと思います。
マレーシアでの選択実習を希望した理由
　将来できれば海外留学をしたいと思っていたので，もともと海外での臨床実習について興味を持ってお
り，機会があればぜひ参加させていただきたいと思っていました。UiTMでの留学を希望した理由は，留学
の時にかかる費用が比較的安いことと以前から英語を学びたいと思っており，せっかくならば英語を勉強で
きる国がいいなと思ったからです。
留学のための勉強
　僕は今まで海外に留学した経験はなく，大学に入学してからあまり英語に触れていなかったのでマレーシ
アでの選択制臨床実習に参加しようと決めてから，英語の勉強を開始しました。勉強内容については，スカ
イプを使った英会話によるスピーキングやリスニングの勉強をしたり，一緒に留学する人たちと一緒に
「１００cases in Clinical Medicine」という英語の本を用いて医学英語について勉強を行いました。マレーシ
アでの実習では，講義などで先生たちの話すスピードはとても速く，特にリスニングをしっかりと勉強して
おくとよいかなと思います。今振り返ってみると，英語の勉強が不足していたなと思いますが，マレーシア
の人たちはみな英語を話すことができ，英語が拙くても言いたいことを理解してくれるので自分の思ったこ
とを伝えようとすることが一番大切だと感じました。
留学の準備・費用
感染症対策
　今年はマレーシアに留学するために，感染症の対策として，破傷風とA型肝炎のワクチンの接種を行い，
マラリア対策として抗マラリア薬の予防内服を行いました。破傷風やA型肝炎のワクチンは必要だと思いま
したが，現地の学生によるとマラリアはUiTMがあるクワラルンプールでは流行しておらず罹患する可能性
も低いので，予防内服を行う必要はあまりないと思います。
費用
　マレーシアまでの飛行機代が往復で4００００円ほどかかりました。
　また，現地ではUiTMの授業料，寮の宿泊費はそれぞれ4５０００円ほどで食費や観光にかかるお金などの雑
費を含めると総計で１５万円程度かかりました。マレーシアではクレジットカードが使える店があまりなく現
金は多めに待っていくほうがいいなと感じました。
現地の生活について
寮について
　実習中はUiTMにある寮で生活を行いました。寮では一部屋に最大三人で共同生活を行い，部屋内には共
有スペースと各々の寝室があり，シャワー・トイレは各部屋に存在しました。冷蔵庫，最低限の調理器具は
置いてあるが火気厳禁であるため，基本的に寮内で料理を行わず，現地の学生と一緒に外食することになり
ます。また，各部屋にはエアコンが設置されており，使用可能でしたが古いもので音がうるさいので注意が
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必要であると思います。近くにはセブンイレブンや少し割高ですがスーパーも存在し，生活にするうえで特
に問題はありませんでした。
一日のスケジュール
　平日は午前中にキャンパスにあるクリニックで実習を行い，午後にはセミナーなどに参加して，夕食後に
現地の学生がマレーシア観光を行ってくれて，寮へ帰る時間が２３時ぐらいになっていました。休日は一日中，
現地の学生にマレーシア観光に連れて行ってもらいました。基本的に学生は僕たちに付き添って行動してく
れるので，何か困ったことや欲しいものがあれば学生に相談すれば何とかしてくれるのでとても心強かった
です。
現地の学生
　UiTMにいる学生はすべてイスラム教徒で，女性と男性の割合が ３ 対 １ ぐらいで女性のほうが多かったで
す。最近ではISISなどでイスラム教徒に対して，怖いなというイメージを持っている人がいるかもしれませ
んが，そのようなことは全くなく，とても面倒見の良い優しい人たちです。慣れない海外での生活で僕たち
を何から何までサポートしてくれてとても感謝しています。
実習について
実習の服装
　実習ではスーツに白衣を羽織って，革靴をはいて実習を行っていました。現地の人に名前を覚えてもらう
のに自作の名札を作ってつけて行ってもいいと思います。
実習内容
　UiTMにはスンガイブローキャンパスとセラヤングキャンパスがあり，午前中はどちらかのキャンパスに
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あるクリニックで実習を行ったり，少人数によるチュートリアル行ったりしました。クリニックでは検査室，
採血室，診察室があり，現地の学生と一緒にそれぞれの部屋に分かれて，マレー語で行われる医師の診察を
見学し，後でそれについて学生が英語で説明してくれました。午後には，セミナーで現地の学生が決められ
たテーマで発表するのを見学していました。また，週一回CPC（clinical pathological conference）に参加し
たり，地方の病院へ行き，デング熱などの熱帯感染症についても勉強しました。セミナーやチュートリアル
も含めてすべての医学教育は英語で行われており，そのため英語で症候や疾患名は英語で分かるようにして
おくといいかなと思います。
観光について
　平日の午後や休日に様々なところに観光に連れて行ってもらいました。クワラルンプールのツインタワー
に行ったり，ハイキングに行ったり，夜の川に蛍を見に行ったり本当に楽しかったです。事前にガイドブッ
クなどを買っていきたいところを考えておくといいと思います。
マレーシアの注意事項
　実習を行うマレーシアのクワラルンプールはデング熱の流行地帯であり，現地の学生や先生も実際に罹患
している人もいるので注意が必要です。また，マレーシアは暑く，熱中症になる人が多く，水分をしっかり
とるなどの注意が必要です。それから，UiTMでは現地の学生が留学生をサポートする責任があり，何かあ
れば学生の責任となるそうなので，一人で行動せず，なるべく向こうの学生と一緒に行動するようするのが
良いと思います。
感想
　三週間という実習期間でしたが，とても楽しく瞬く間に時間が過ぎていきました。三週間で様々なところ
に連れて行ってもらい，マレーシアを堪能できてとてもよかったです。実習，観光，買い物など本当に何か
ら何まで現地の学生が面倒を見てくれて，本当に感謝してもしきれなかったです。また，実習では海外の医
療や医学教育がどのようなものであるかを知ることができてよかったと思います。マレーシアの学生は日本
よりも積極的に実習に臨んでおり，プレゼンテーションもうまく見習うことが多いなと感じました。本当に
選択制臨床実習に参加してよかったと思っており，このような機会を作ってくださった山城先生にはとても
感謝しております。海外での臨床実習に少しでも興味があるなら，絶対に後悔しないと思うので，是非マ
レーシアの臨床実習に参加してほしいです。来年も多くの人がマレーシアでの臨床実習に参加してくれるこ
とを願っております。
